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「ふくしまから はじめよう。『食』と『ふるさと』新生運動」 

会津地方かわら版 
 会津地方推進本部（福島県会津農林事務所） 

平成２９年８月７日 （月）発行 

 

「ふくしまから はじめよう。『食』と『ふるさと』

新生運動』会津地方かわら版について 

平成２９年６月３０日、「ふくしまから はじめよう。『食』

と『ふるさと』新生運動 」会津地方推進本部会議を開催

しました。  

  構成員の方々からは、平成２８年度事業実績及び平

成２９年度事業計画について説明をした後、県産農林

水産物の風評払拭に向けたイベントやＰＲ活動の取組

状況等をお話しいただきました。 

○意見交換会 
 
推進本部会議に引き続き、意欲を持って農林業に取り組んでおら

れる若手生産者の方々と構成員による意見交換会を開催しました。

会津若松市の木村貴華子さん、喜多方市の渡部源一郎さん、会津

坂下町の佐々木美穂さん、西会津町の三留良司さんの４名に参加い

ただき、自身の取組内容や就労したきっかけ、今後の目標等をお話

いただきました。 

木村さんは、東京都日暮里での「日暮里マルシェ」に月１回出店す

るなど、首都圏消費者などと交流を図り、完熟野菜を味わって欲しい

とのお話がありました。 

渡部さんは、これまでの経験や知識、情報を生かし「ミニトマト（２０ａ）＋水稲（３０ｈa）＋α 」による法人化の実現を

目指しているとのこと。佐々木さんは、キュウリの単収を向上させ、安定して出荷することなどを目標に、子供達にも

安心して届けられる野菜を作っていきたいと話しました。三留さんはきのこ栽培に空調設備を活用し、年間を通して

生しいたけの安定的な生産と品質向上の技術を確立することで所得向上を図りたいとのことでした。 

若手生産者と構成員とで、会津米をもっと宣伝して欲しいなど、流通や消費、給付金に関する提案や不安など様々

な意見交換が行われました。                                                【企画部】 

 

意見交換会のようす 

会津地方推進本部では、新生ふくしまの『食』と『ふるさと』

の実現に向け、農林業者、県民、関係機関・団体が一体とな

り、様々な運動を展開しています。会津地方の農林業者の取

組や、各部・所の取組、各種研修・イベント等の情報を発信す

るため、会津地方かわら版を発行しています。 

推進本部会議のようす 
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○昭和の世界で若い農業者が喜多方の農業を PR 
 
７月１５日と１６日に喜多方市では「第１３回喜多方市レトロ横丁」が開催され、町の中心部にある「ふれあい

通り商店街」は２日間にわたり昭和の良き時代にタイムスリップしました。 

 この横丁に喜多方地方の若手農業者で組織する「サークルつばさ」が出店し、会員が生産したアスパラガ

ス、フルーツトマト等の野菜の販売及び新鮮な中玉トマトやフルールトマトのみを使用して開発したトマトジュー

スの試飲会を実施し、イベントを盛り上げました。 

 

 

 
ジュースの試飲にあわせてアンケート調査も実施

しましたが、多くの方から市販されているトマトジュー

スよりおいしいとの評価をいただきました。 

「サークルつばさ」では、これを契機にトマト以外の

地元産農産物を使用したジュースの開発にも取り組

んでいきたいと意気込んでいました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                     【企画部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【喜多方農業普及所】 

会津農林事務所の取組紹介 
   

○「いづ農家民泊ガイドブック ～グリーン・ツーリズム～」 
 
「あいづ農家民泊ガイドブック」ができました！現在、道の駅等で配布しています。 

  グリーンツーリズムとは、豊かな自然や風景を楽しんだり、田植えや野菜、果物の収穫などの農作業体験を行った

り、地域の伝統統文化や人々との交流を楽しむ旅のことを言います。滞在の期間は、日帰りの場合から、長期的ま

たは定期的・反復的な（宿泊・滞在を伴う）場合まで様々で、自分に合ったプランでお楽しみいただけます。 

   農村・山村に滞在して自然や文化に親しんでみてはいかがでしょうか。（会津管内農家民宿６４軒掲載。） 

 

 

「レトロ横丁」賑わいのようす 

会津農林事務所の取組紹介 

   

○東京日本橋で「会津ブランド認定品物産フェア」を開催しました。 
 
首都圏での会津産品の消費拡大と観光誘客の促進を図るため、会津若松商工会議所が主催、当所が共催と

なり、７月１４日・１５日の２日間、東京の日本橋三越前にある新潟県のアンテナショップ「ブリッジにいがた」にて

会津ブランド認定品をメインとした物産販売や観光 PR を行いました。会場内の各コーナーでは、会津米や味噌、

清酒、喜多方ラーメン、農産物の６次化商品などに加え、新鮮なトマトやキュウリが並んだほか、会津と新潟を結

ぶというテーマで磐越西線運行の「SL ばんえつ物語号」の紹介及び物産フェアについてのアンケート調査を実施

しました。当所のブースからは（株）おくや、（有）すとう農産、（有）栗城ドリームファームの３事業者が出展し、各

社自慢の商品の試飲や試食、対面販売を行いました。 

晴天に恵まれ、２日間のフェアで計４，０８５名の方が来場し、大盛況のうちにイベントを終えることができまし

た。来場者の方からは、「会津の良質なものに都内で触れることができ、本当に良かった」や「直販売は生産者の

方々の顔が見ることができ安心できた」など多くの感想をいただきました。 

今後も首都圏での PR イベントを開催し、さらなる会津ブランドの知名度アップに向けて取り組んでまいります。 

対面販売のようす 商品試食のようす 
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○新宮川ダム見学（川の上流探し）について 
 
会津美里町立高田小学校４年生の生徒３８名が、自分たちの住んでいる町の「川の上流探し」という授業のな

かで、７月１４日に新宮川ダムの見学に訪れました。小学生たちは、普段入ることのできない監査廊を登ったり、ダ

ムキャラクターの「はかせ君」からダムの役割や構造の説明を聞いたり、ダムの水が田んぼの水に適しているかを

知るための水質試験を行ったりしました。 

監査廊を登る時には、階段がとても長く疲れた、ダムのなかの通路が寒くて驚いたなどの声が聞かれ、ダムの

大きさや構造を実感している様子でした。また、「はかせ君」からの説明や水質試験では、新宮川ダムで蓄えられ

た水が、自分たちの身近にある田んぼの水として利用されており、田んぼに適していること、ダムがあるおかげで

水不足にならず安定してお米が作れることなどを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                               【農村整備部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【喜多方農業普及所】 

○三ノ倉高原でひまわり畑を楽しみましょう 
 
喜多方市熱塩加納町「三ノ倉高原」において８月９日

から９月３日まで「第１回さわやか高原ひまわりフェス

タ」が開催されます。 

 三ノ倉高原は会津盆地を一望できる風光明媚な場所

で、８.３５ｈａ、東京ドーム約１.８個分に２５０万本の東北

最大級のひまわり畑が広がります。 

 また、週末には「ひまわり畑ウォークラリー」をはじめ

各種イベント等も予定されています。 

 そして、開催期間中には「山小屋くらら」にて地元の農

産物や加工品等の販売が行われています。雄大な景

観を楽しみながら地元の新鮮でおいしい農産物等をお

求めください。 

 なお、天候の状況により開花時期が遅れることもあり

ますので、喜多方市のホームページで開花状況をご確

認の上お越しいただくことをお勧めします。 

 
ひまわり畑 

会津農林事務所からのお知らせ 

「はかせ君」からの説明を聞くようす 監査廊を登る小学生 
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  ○第 1回「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーンを実施しました。 
   
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の行事（イベント） 等 
 
○「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーン  
  
県産農林水産物の消費拡大と地産地消の推進を目的にキャンペーンを 

実施します。たくさんの方のご来場をお待ちしております！ 
  
日 時： 平成２９年９月２日（土）  １１：００～（プレゼントがなくなり次第終了） 

場 所： ヨークベニマル門田店 店舗南側入り口 

        （会津若松市天神町２２番１１号） 

内 容： ①郷土料理研究家の平出美穂子先生が作る 

会津産トマトおよび夏秋野菜料理の試食（先着２００名様程度） 

②料理のレシピ配布 

       ③アンケート回答者へ６次化商品プレゼント等（先着２００名様）               

 

【ご意見・お問い合わせ】   
  
会津地方推進本部事務局   

（福島県会津農林事務所 企画部地域農林企画課内 ）   

〒９６５－８５０１   

福島県会津若松市追手町７番５号（会津若松合同庁舎２階）   

ＴＥＬ   （０２４２）２９－５３６９    ＦＡＸ   （０２４２）２９－５３８９   

E - mail ： kikaku.af04@pref.fukushima.lg.jp   

事務局では、「ふくしまから はじめよう。『食』と『ふるさと』新生運動」会津地方かわら版に掲載する情報を募集し

ております。掲載を希望する情報がありましたら、下記の【ご意見・お問い合わせ】の連絡先までご連絡ください。 

○掲載内容 

・「ふくしまから はじめよう。『食』と『ふるさと』新生運動」で展開している４つの運動（「食の安全・安心運動」、「生産

再生運動」、「風評払拭・消費拡大運動」、「情報発信運動」）の取組について 

・復旧・復興に関するトピックス、イベント情報、旬の話題、オススメ情報、その他広くお知らせしたい情報 

 

 
2017年 9月 

日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

 

第 1回目キャンペーンのようす 

平出 美穂子先生 

６月１０日に今年度第１回目の「おいしい ふくしま いただきま

す！」キャンペーンを「道の駅あいづ 湯川・会津坂下」にて実施し

ました。 

ＰＲしたのは会津産アスパラガスで、道の駅内の農家レストラン

「くうべぇる」の波田野シェフ特製の「アスパラガスのブルーテ」「ア

スパラガスとグレープフルーツのマリネ」「アスパラガスのプティン

グ」の３品を試食提供しました。 

また、県産農産物の消費動向等に関するアンケートを行い、回

答者先着２００名様へ「道の駅あいづ」で販売している６次化商品

のプレゼントを実施しました。 

多くの方においでいただき、好評のうちにキャンペーンを終える

ことができました。                        【企画部】 

 

 

 


